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ヒト病原菌 Aspergillus fumigatusの分離株依存的な成長度、病原性、細胞壁構成  

山本甲斐	
 

 
	
 Aspergillus属は自然界に広く見られる真菌であり、150 菌種以上が知られている。	
 

Aspergillus 属の中にはヒトや動物に対し病原性を持つものがあり、主に呼吸によって空気

中に浮遊する胞子を吸い込むことで体内に侵入し、アスペルギルス症と呼ばれる感染症を引

き起こす。A.fumigatus等の真菌はキチンやβ-グルカンからなる堅い細胞壁を有し、これら

成分の合成阻害は抗真菌薬の標的の 1 つとして重要である。今回、筆者らが報告したキチン

やβ-グルカンの増加により A.fumigatus の生育力やマウスにおける病毒性が減少する可能

性があることは大変興味深く、これら分子の過剰発現も新たな抗真菌薬標的と成り得るので

はないかと考えられる。	
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要旨  
偏在する真菌病原体の Aspergillus fumigatus はアレルギー感作や高感受性個体の侵襲性疾患

のメディエーターである。臨床分離株と環境分離株間における遺伝子と表現型を明らかにするこ

とは A.fumigatus を介する疾患の宿主-病原菌(host-pathogen)研究において重要である。筆者ら
は臨床および環境分離株を比較した際に A.fumigatus環境分離株の 1つ、Af5517で肥大成長度、
発芽率、コロニー成長の確立能の減少を観察した。また、Af5517は菌糸の直径と細胞壁成分のβ
-グルカンとキチン増加を示し、特にキチンの増加は顕著に見られた。臨床分離株 Af293と比較し
た際には、好中球減少 Af5517 感染マウスでは病的状態や死亡率、肺真菌量、病理組織に減少が
見られた。A.fumigatusの in vitroにおける成長率と in vivoにおける病原性には相互関係がある
ことが報告されていたが、今回の筆者らの研究結果はこの報告の裏付けとなり、細胞壁構成成分

の変化はこの表現型の変化に寄与する可能性があることを報告した。 
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